
レーザー体幹回旋角度測定法を用いた評価の信頼性

濱窪 隆 ），明 禎輝 ），野村 卓生 ），川上 佳久 ），佐藤 厚 ）

要 旨

本研究では，まず我々が考案したレーザー体幹回旋角度測定法の検者内信頼性について検討する．次に，レー

ザー体幹回旋角度測定法を用いた体幹回旋角度と身体柔軟性に対する意識度との関連について検討する．

検者は臨床経験 年目の男性理学療法士，被検者は日常生活動作が全て自立している成人男女 名とした．

調査項目は体幹回旋角度と身体柔軟性に関する意識度とした．体幹回旋角度は，レーザー体幹回旋角度測定法

を用い測定した．

レーザー体幹回旋角度測定法の は右体幹回旋 ，左体幹回旋 を示した．

身体柔軟性に関する意識度については， 身体が柔らかいとけがをしにくいと思いますか ， 身体の柔らかさ

は健康と関連があると思いますか の質問に，約 割の被検者が身体柔軟性とけがのしやすさ，および身体柔

軟性と健康との関連性を認識していた．しかし，けがのしやすさ，健康との関連性を認めているにも関わらず，

測定時点で何らかの運動をしている者は全体の約 割であった．これらのことから，今回用いたレーザー体幹

回旋角度測定法は，検者内信頼性が高いことが明らかになった．また，運動の重要性に関する知識は有してい

るものの，運動習慣の獲得が困難であるという結果を示したことから，運動行動を促すための環境設定が必要

であると考えられた．
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【はじめに】

体幹回旋の関節可動域は，上下肢の関節可動域と

同様に日常生活動作獲得に必要な身体機能の一つで

あり，障害原因の抽出や理学療法の効果判定として

可動域測定が行われる場合がある．しかし，我々は

体幹回旋可動域測定の信頼性について検討し，信頼

性が十分に得られない場合もあることを指摘し

た ）．そして，新しい身体柔軟性測定法であるレー
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ザー体幹回旋角度測定法を考案し，レーザー体幹回

旋角度測定と動画解析ソフトを用いた体幹回旋角度

間で高い相関関係を認めたことを報告した ）．臨床

現場でレーザー体幹回旋角度測定を用いる場合に

は，評価方法の客観性が重要であるため，評価の信

頼性の確立は必要不可欠である．

本研究では，まず我々が考案したレーザー体幹回

旋角度測定法の検者内信頼性について検討する．次

に，レーザー体幹回旋角度測定法を用いた体幹回旋

角度と身体柔軟性に対する意識度との関連について

検討する．

【対象】

検者は臨床経験 年目の男性理学療法士とした．

検者は研究に先立って，レーザー体幹回旋角度測定

の手順を理解し，各機器の操作練習を十分に行った．

被検者は，日常生活動作が全て自立している成人

男女 名（男性 名，女性 名），年齢 歳，

身長 とした．対象者はインフォーム

ドコンセント後に研究に参加した．

【方法】

体幹回旋角度と身体柔軟性に関する意識度を調

査，測定した．

体幹回旋角度は，先行研究 ）に準じ，レーザー体

幹回旋角度測定法を用い測定した．

アンケート調査としては，現在・過去の運動歴，

過去のけがの有無，身体柔軟性に関する意識度につ

いて（ 質問 自分の身体が柔らかいと思います

か ， 質問 身体が柔らかいとけがをしにくいと

思いますか ， 質問 身体の柔らかさは健康と関

連があると思いますか ）調査した．なお，運動歴

は ヶ月以上一定の頻度で続けたものを運動経験あ

りとし，けがは骨折，断裂など明らかな器質的変化

が認められた傷害に限定した．

レーザー体幹回旋角度測定は自動運動で左右各

回ずつ同時に測定した．なお， 回目 回目の測

定間隔は，十分に時間をあけストレッチ効果により

被検者の体幹回旋角度が変化しないよう配慮した．

統計解析は，レーザー体幹回旋角度測定の再現性

について繰り返しの再検査信頼性の級内相関係数

（ ）を求めた．

統計検定の有意水準は，いずれも ％未満とした．

【結果】

レーザー体幹回旋角度測定法での左体幹回旋角度

は 回目 ， 回目 ，右体幹回

旋角度は 回目 ， 回目 で

あった． は右体幹回旋 ，左体幹回旋

を示した．

身体柔軟性に対する意識度の回答別の人数を表

に示す． 質問 自分の身体が柔らかいと思いま

すか では， いいえ と回答したものが 名中

名を認めた． 質問 身体が柔らかいとけがをし

にくいと思いますか に対しては， 名中 名が は

い と回答した． 質問 身体の柔らかさは健康

と関連があると思いますか においても はい と

回答したものが 名中 名を認めた．

現在・過去の運動歴では，過去に運動経験がある

者 名，過去に運動経験がない者 名，現在運動を

行っている者 名，現在運動を行っていない者 名，

過去に傷害がある者 名，過去に傷害がない者 名

であった．

身体柔軟性に対する意識度と体幹回旋角度に関し
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表 身体柔軟性の意識度における回答別の人数

は い いいえ どちらとも言えない

質問 自分の身体が柔らかいと思いますか 名 名 名

質問 身体が柔らかいとけがをしにくいと思いますか 名 名 名

質問 身体の柔らかさは健康と関連があると思いますか 名 名 名



て表 表 に示す． 質問 自分の身体が柔ら

かいと思いますか においては， はい と回答し

た者が， いいえ ， どちらとも言えない と比較

して体幹回旋角度が高値を認めた．

運動の有無別において，レーザー測定での左右体

幹回旋角度を検討した結果， 現在運動をしている

者 は右体幹回旋角度 ，左体幹回旋角度

， 現在運動をしていない者 右体幹回

旋角度 ，左体幹回旋角度 で

あった．また，過去の運動経験では， 継続して運

動をしたことがある者 は右体幹回旋角度

，左体幹回旋角度 ， 継続して運動

をしたことがない者 は右体幹回旋角度 ，

左体幹回旋角度 であり， 継続して運動

した経験のある者 の方が体幹回旋角度に高い傾向

を認めた．

けがの有無については， 過去に著しいけがをし

たことのある者 は 名（ ％），右体幹回旋角

度 ，左体幹回旋角度 ， けが

をしたことがない者 は 名（ ％），右体幹回

旋角度 ，左体幹回旋角度 で

あった．

【考察】

本研究では，我々が考案したレーザー体幹回旋角

度測定法の検者内信頼性について明らかにし，レー

ザー体幹回旋角度測定法を用いて身体柔軟性に対す

る意識度との関連を検討した．

我々は，体幹回旋関節可動域において，信頼性が

十分に得られにくいことから，ベルトなどによる骨

盤固定を併用することによって信頼性が高まること

を報告している ）．今回，レーザー体幹回旋角度測

定法における評価の再現性については， は右

体幹回旋角度が ，左体幹回旋角度が であっ

た． が 以上は （優秀）， 以上は

（良好）， 以上は （普通）であることか

ら ），レーザー体幹回旋角度測定法は再現性の高い

評価方法であることが強く示唆された．レーザー体
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表 身体柔軟性の意識度と体幹回旋可動域との関係（質問 ）

質問 自分の身体が柔らかいと思いますか 右体幹回旋角度（ ） 左体幹回旋角度（ ）

はい（ ）

いいえ（ ）

どちらとも言えない（ ）

表 身体柔軟性の意識度と体幹回旋可動域との関係（質問 ）

質問 身体が柔らかいとけがをしにくいと思いますか 右体幹回旋角度（ ） 左体幹回旋角度（ ）

はい（ ）

いいえ（ ）

どちらとも言えない（ ）

表 身体柔軟性の意識度と体幹回旋可動域との関係（質問 ）

質問 身体の柔らかさは健康と関連があると思いますか 右体幹回旋角度（ ） 左体幹回旋角度（ ）

はい（ ）

いいえ（ ）

どちらとも言えない（ ）



幹回旋角度測定法は，測定移動軸を背部として，骨

盤は代償動作を生じさせないように固定を行ってい

る ）．そのため，検査者の経験年数，測定手技，力

の入れ方など人的な要因の影響が少ないことが信頼

性を高めた要因であると考えられた．

アンケート結果については，質問 自分の身体

が柔らかいと思いますか に， はい と回答をし

た対象者の左右レーザー体幹回旋角度は，いいえ

と回答した者と比較し高値を示した．このことから，

身体柔軟性に関する自己評価が自己の柔軟性を適切

に反映する可能性が高いものと推察された．質問

身体が柔らかいとけがをしにくいと思いますか ，

質問 身体の柔らかさは健康と関連があると思い

ますか に対する回答から，約 割の被検者が身体

柔軟性とけがのしやすさ，健康との関連性を認識し

ていることが分かった．しかし，けがのしやすさ，

健康との関連性を認めているにも関わらず，測定時

点で何らかの運動をしている者は全体の約 割で

あった．運動に対する参加および継続についての先

行研究においても本研究結果と同様に，運動実施率

の低い値を示した報告が多い ）．運動の重要性に

関する知識は有しているものの，運動習慣の獲得が

困難であるという結果を示したことから，運動行動

を促すための環境設定が必要であることが考えられ

る．

過去に継続した運動をしていた対象者，および現

在運動している対象者は，運動していない対象者と

比較して体幹回旋角度が高値を示した．運動の詳細

を明確に調査していないため十分な検討が出来ない

が，柔軟性向上を目的として運動をする場合，断続

的であっても有効な結果が得られる可能性が示唆さ

れた．

今回用いたレーザー体幹回旋角度測定法は，検者

内信頼性が高く，理学療法の効果判定，障害原因の

抽出を行う上で有用であることが考えられる．

最後に本研究の問題点を述べる．本研究で用いた

測定方法は，測定機器を用意する必要があるため，

測定に制限が生じることが考えられる．アンケート

調査においては，対象者数が少なく，回答別の体幹

回旋角度の比較が十分に出来なかった．また運動内

容，けがの詳細などを調べていないことから，体幹

回旋角度との関係を明確にすることが困難であっ

た．これらの点について今後，さらに検討する必要

がある．
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